


















曲の楽曲分析の中で，完結性の薄い 2 小節の単位を楽句（phrase），2 つの楽句からなり，い
ちおうの完結性を備えた 4 小節の単位を楽節（Satz），さらに 2 つの楽節すなわち 8 小節から
成って十分な完結性を有する単位を楽段（period）と呼び分ける（ただし，3 楽節 12 小節で
完結する ・ ・ 部分は便宜上一つの楽段と見る）．これは英文法における句（phrase），
節（clause），文（sentence．これは period で区切られる）の階層構造に倣ったものである．
参照する楽譜はオーケストラ版ではなく，現在広く流布しているピアノ版で，複縦線によっ














たりだった」ので採用された．」3 これはト長調，4/4 拍子，明快な階層的楽節構造の 16 小節
からなる，音楽的には陳腐きわまりないピアノ曲で，「ラジオ体操第一」のために 5 回繰り
返される．当然，序奏，後奏のようなものはない．放送の録音を聴くと，4 指導者が 8 拍，2
小節を 1 単位として 2 単位周期で号令をかけている．1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8；2, 2, 3, ．．．8．1, 
2, 3．．．という具合である．体操終了後には「おわりー」の号令もある．この曲が「ぴった
りだった」というのは， 2 小節ごとに似た楽句が回帰し，4 小節の楽節がいちおうの終結を
感じさせるという構造が，8 拍× 2 回（＝ 4 小節）で 1 動作という体操の構造に一致するこ














されるとき，「• 号令なしで，自発的に　• やっていると愉快になり　• 思わずアメリカ気分
になってしまう」ことを理念として「まず音楽をつくり，それに合わせて動作を考える」と
1 詳細は黒田勇『ラジオ体操の誕生』（青弓社，1999 年）参照．
2 これについては三浦雅士『身体の零度：何が近代を成立させたか』（講談社選書メチエ，1994 年）pp. 230-231 参照．
3	 高橋秀実『素晴らしきラジオ体操』（小学館，1998 年）p. 62．なお，郡修彦はこの曲を「可愛い歌手」として
いるが（CD『ラヂオ体操の全
すべて
：ラヂオ体操七十五年の歩み』（キングレコード，KICG 3079, 2003 年，解説 p. 
20），裏付けが取れず，楽譜を参照することもできなかった．












『新しい朝が来た：ラジオ体操 50 年の歩み』8 に詳しい記述がある．それによると，国と地方


















5 高橋前掲書 p. 182. ラジオ体操 50 周年記念史編集委員会編『新しい朝が来た：ラジオ体操 50 年の歩み』（財
団法人 簡易保険加入者協会，1979 年）p. 139 も参照．
6 高橋前掲書 pp. 183-185.
7 前記『ラヂオ体操の全
すべて
』．指揮：丹生健夫，演奏：東京放送管弦楽団．録音は 1946 年 4 月．
8 『新しい朝が来た』pp. 156-170．





































11 『解説と指導　新しいラジオ体操』ＮＨＫ・簡易保険局，1953 年．高橋前掲書 p. 22 より引用．


















（3）テンポ：allegretto（前奏．4 小節）— moderato（ ～ ．30 小節）— meno mosso
（ ～ ．8 小節）— allegro（ ．4 小節）— moderato（ ～ ．8 小節）．
（4）部分構成：ニ長調の冒頭 前奏 から までが導入部．続く から までの主部の
うち，ニ長調の から までが第 1 部，ト長調に転調して中間部的性格を示す から
までが第 2 部，ふたたびニ長調に戻る から までが第 3 部である．最後の が終結部
を成す．また， ・ と ・ とがほぼ同一であることによって，主部が枠構造を示し，
内部の一体感が強められていると同時に，主部を導入部と終結部から画する役割も果たして
いる．
（5）楽節構造：基本的に，半終止する 4 小節の前楽節と完全終止する 4 小節の後楽節が 1
つの楽段をなす．これが守られないのは，前奏（4 小節）＋ （2 小節）の部分，ト長調の中
間部 ～ （12 小節），終結部 （4 小節）だけである．とりわけ顕著な楽節構造を示すの






される．たとえば冒頭の前奏では第 1 小節全体が 4 度上に移されて第 2 小節となり， では，
第 1 小節が伴奏も含めてそのまま 2 度上がって第 2 小節となり，第 3 小節ではさらに 2 度
上に類似の音形が出現する． ， ， も大同小異である． では反復が楽句単位に拡張
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される．このように，曲全体が， を除き，各楽節が 2 つの楽句に分かれ，見通しのよい，
安定した構造から成るなかで，このような反復進行が多用されることで，動機が動機を紡
ぎ出すという動的性格が確保されている．
（6）拍節構造：基本的に，4 拍子の強 – 弱 – 中 – 弱の各拍に音符が来て，規則正しい拍
節が支配的である．ピアノ左手は多くの場合，第 1，3 拍で低音，第 2，4 拍で中音域と，
和音を分散させ，2 拍単位の基調を形成する．しかし では，第 1 小節の第 1 拍に付点四
分音符が現われ，テンポ自体は変わらないが， の組み合わせが，前の楽節で支配的
であった の倍の音価，つまり半分のゆったりしたテンポになったかのように感じられ
る．その結果，2 拍単位であった拍節が 4 拍（1 小節）単位に変移したという印象を与える
が，それは第 1 小節全体に掛かるスラーと第 1（2 回目は，3）小節第 4（3）拍から第 2（4）
小節最後までにわたるディミヌエンドで補助される．その間，ピアノ左手は和音を分割せず，
各拍で和音全体を奏し，2 拍単位を取り消している． でも，上声冒頭に置かれた十六分
休符が一種のシンコペイション効果を作りながら，続く 7 つの順次上行十六分音符を第 3
拍嬰へ音からの順次下行に送り込んで，4 拍（1 小節）単位を形成する．左手とデュナーミ
クおよびアーティキュレイションは と似ている． 
（7）動機：リズム動機としては， が第 1 小節冒頭に現われる楽節は，前奏， ， ，
， ，（ ）， ， と，14 楽節中 8 楽節に上る．これらの楽節のすべてにおいて，第2～4
小節にもこの動機が少なくとももう 1 回出現する．それ以外の楽節でも， と を除き，
または が少なくとも 3 回現われ，付点リズム特有の躍動感と推進力をもって全曲
を強く特徴付けている．他方， の旋律動機 は， ，（ ）， で（ほぼ）











14 『新しい朝が来た』p. 169 より再引用


















「ラジオ体操第一」の図解17 によると， の第 1，2 拍で腕を前から上にあげる動作に，ニ
長調の音楽は四分音符単位でピアノ左手低音のオクタ－ヴのニ音（第 1 拍），右手で主和音
（高音は嬰へ音．＝第 2 拍）が応じる．このとき，手を上げる動作は第 1 拍で終わり．第 2
拍では手は上がったままになる．そして次に第 3 拍で主和音が，同じ和音だがイ音を高音と
して現われるに及んで，その手は下ろされる．前の 2 拍と同様に，手を下ろす動作はこの
第 3 拍で終わり，第 4 拍では手はすでに下にある．この第 2 拍が，遠山の言う「間」であり，
高橋の言う「無重力状態」に当たると考えられるのだが，一歩進んで，なぜこの静止状態が
生じるかを，さらに詳しく観察しよう．第 2 拍，そして第 4 拍が静止状態になるとは，第 1，
3 拍とは対照的に，これらの拍で動きが促されないということである．これはもちろん，第 1，
3 拍が強拍であり，第 2，4 拍が弱拍であることと関係している．この強弱は低音の伴奏が第 1，
3 拍だけに置かれることで強調され，その強－弱の組み合わせが動作の一体性を生む．逆に








ラートの指示とともに， の第 1 拍でゆったりとした四分音符が現われるのである．つま
16 同書 p. 193.





























そこに後楽節第 1 小節第 1 拍の主和音が続くことで，和声的にはここにむしろ連続感があ




















は ・ ， ・ にも言える． 
それに対して から への移行は事情が違う． の最後は動作の上では， ， の場合
と同様，両手が交差した状態で終わり，次の節に滑らかにつながっているが，音楽的には楽
段の終わりに当たり，完全終止が見られる．つまり，運動の連続・終止と音楽的な連続・終
止との間に不一致が認められる．しかしこの不一致は，他の楽段 ・ ， ・ ・ ， ・
， ・ の終わりには認められず，運動の切れ目と完全終止が一致している．逆に，楽
段内の楽節 から ， から ， から の移行においては，運動は手を下ろした安定
状態で終わるが，音楽的にはいずれも完全終止ではなく，運動と音楽が緊密に一致してい
るとは言い難い．さらに言えば，音楽的主部の中の第 1 部が終わる と第 2 部が始まる
の継ぎ目は，運動的には他の楽段同士の継ぎ目と特に大きな差は認められない．しかし第 2

























第 2 節（6）で見たように， ～ ， ～ ， ～ のような，一つひとつの拍が何らか
の動きまたは姿勢に対応する動作の場合，音楽的にも基本的にそれぞれの拍に音符が一致し，
ピアノ左手伴奏で 2 拍 1 単位にまとめられているのに対して， （体を前後にまげる運動）
と （体を廻す運動）の大きな動作の場合，音楽の拍節は小節単位になる．個別的対応を少
し見ると， の第 1 小節第 1 拍では，十六分休符が上体の前に曲がる勢いに一致し，第 1









デュナーミクについては，連続的に体を回す で，1 回転がクレッシェンド , ディミヌエ
ンドの 1 組と対応しているのに対し， では，力を入れて上体を大きく前に曲げる小節前
半はフォルテ，ゆっくり胸をそらす後半はピアノと，対比が見られる．体をねじる でも，
小さなねじりの第 1 小節はピアノ，大きなねじりの第 2 小節はフォルテである．
個別的楽節の中で特に注目されるのが，前奏である．この部分は，通常の前奏が果たす
音楽的役割として，全曲を支配する特徴的リズム動機と旋律動機を含むことで曲の統一要
素を提示し，また第 1 小節の音形が 4 度上に移し替えられて第 2 小節で反復されることで，
形式的統一方法を例示する．次に，この部分の和声は D–dur :  T | S | T S | D T∥と進行し，
第 2 小節では終止しないのに対して，第 4 小節では明確な終止が示される．これによって，
次に曲の本体が始まることが，聴くものに自然にわかるようになっている．これは「はじめ」
の号令に等しい．
































































Body Movements Controlled by Music: Analysis of Hattori Tadashi’s Composition Radio Taisô No. 1
TSUGAMI Eske
HATTORI Tadashi (1908-2008) composed a piece of music in 1951 to accompany the Radio 
Taisô, a set of gymnastic exercises broadcast on the radio all over Japan.  His work, Radio Taisô No. 1, 
matches and even controls the corresponding bodily movements by means of various compositional 
devices. (1) The same musical materials placed at the beginning and the end of the main part contribute 
to an enhanced feeling of unity of the entire exercises.  (2) Vordersatz und Nachsatz and sequence, methods 
of spinning out materials from within the music, ensure continuity from one exercise to the next.  (3) A 
dotted quaver complemented by a semiquaver, a characteristic rhythmic motif occurring throughout the 
work, helps articulate the body movement by giving impetus to the body and making it ready for the next 
movement.  (4) Musical articulation operates in a similar way: e. g. the legato, conjunct motions in  and 
the brisk staccato in  match the relevant body movements.  (5) Gradual dynamic changes, crescendo and 
diminuendo, and contrast between forte and piano also lead the body. 
The result was the self-contained Radio Taisô No. 1 in which the instructor’s words of command 
were made dispensable or unnecessary.  In this way the post-war Radio Taisô swept away the militarist 
look with which its first version (practiced until shortly after World War II) had been tinged.  Instead, the 
music took over the role of controlling people, without being noticed.
 
 
